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RENESAS TECHNICAL UPDATE 
 〒100-0004 東京都千代田区大手町 2-6-2 日本ビル 

株式会社 ルネサス テクノロジ 
問合せ窓口 E-mail: csc@renesas.com 

製品分類 MPU&MCU 発行番号 TN-H8*-A317A/J Rev.  第１版 

題
名 

H8S/2215 グループ、H8S/2218, H8S/2212 グループの USB リク
エストによる DMAC ブロック転送モード時の訂正および追加説明 情報分類 技術情報 

対象ロット等 
適
用
製
品 

H8S/2215 グループ 
H8S/2218, H8S/2212 グループ 全ロット 

関連資料 

H8S/2215 グループハードウェアマニュアル 
(RJJ09B0147-0500H Rev.5.00) 

 
H8S/2218, H8S/2212 グループ 
ハードウェアマニュアル 
(RJJ09B0054-0400H Rev.4.00) 

 

シングルチップマイクロコンピュータH8S/2215グループ、H8S/2218, H8S/2212グループハードウェアマニュアルにおきまして、

USBリクエストによるDMACブロック転送モード時の訂正、および、USBデータのDMACオートリクエストについて追記した箇所があ

りますのでご連絡させていただきます。 

 

－  記  － 

1. H8S/2215 グループ 

項   目 ページ 修正個所 

（誤） 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明  

3 

2 

1 

0 

DTF3 

DTF2 

DTF1 

DTF0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

データトランスファファクタ 

 : 

ノーマルモード 

 : 

ブロック転送モード 

 : 

0011：USBからの DREQ 信号のLow レベル入力で
起動（USB リクエスト） 

 : 

 

 

（正） 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明  

3 

2 

1 

0 

DTF3 

DTF2 

DTF1 

DTF0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

データトランスファファクタ 

 : 

ノーマルモード 

 : 

ブロック転送モード 

 : 

0011：－ 

 : 

 

7.3.4 DMA コントロール 
レジスタ（DMACR） 

7-10 
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項   目 ページ 修正個所 

（誤） 

 転送モード 転送要因 備考  

 （4）ノーマル 
モード 

• USBリクエスト 

• オートリクエスト 

 

 

フル 
アドレス 
モード （5）ブロック転送

モード 
• TPUチャネル 0～2の
コンペアマッチ／イ

ンプットキャプチャ

A割り込み 

• SCIの送信データエ
ンプティ割り込み 

• SCIの受信データフ
ル割り込み 

• A/D変換器の変換終
了割り込み 

• USBリクエスト 

• チャネル A、Bを組み合わ
せて、最大 2チャネル動作
可能 

• オートリクエストでは、バ

ーストモード転送／サイク

ルスチール転送の選択可能

 

 

（正） 

 転送モード 転送要因 備考  

 （4）ノーマル 
モード 

• USBリクエスト 

• オートリクエスト 

 

 

フル 
アドレス 
モード （5）ブロック転送

モード 
• TPUチャネル 0～2の
コンペアマッチ／イ

ンプットキャプチャ

A割り込み 

• SCIの送信データエ
ンプティ割り込み 

• SCIの受信データフ
ル割り込み 

• A/D変換器の変換終
了割り込み 

• チャネル A、Bを組み合わ
せて、最大 2チャネル動作
可能 

• オートリクエストでは、バ

ーストモード転送／サイク

ルスチール転送の選択可能

 

7.4.1 転送モード 

表 7.2 DMACの転送モ
ード 

7-19 

 

（誤） 

転送要求（起動要因）には、A/D変換器の変換終了割り込み、USBリクエスト、SCIの送信デ
ータエンプティ／受信データフル割り込み、および TPUチャネル 0～2のコンペアマッチ／イ
ンプットキャプチャ A割り込みがあります。 

7.4.6 ブロック転送モ
ード 

7-35 

（正） 

転送要求（起動要因）には、A/D変換器の変換終了割り込み、SCIの送信データエンプティ／
受信データフル割り込み、および TPUチャネル 0～2のコンペアマッチ／インプットキャプチ
ャ A割り込みがあります。 
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項   目 ページ 修正個所 

（誤） 

 フルアドレスモード  

 

起動要因 ショートアドレス

モード ノーマル 
モード 

ブロック転送

モード 
 

 USB 
リクエスト

DREQ信号の 
Lowレベル入力 

× ○ ○  

 

（正） 

 フルアドレスモード  

 

起動要因 ショートアドレス

モード ノーマル 
モード 

ブロック転送

モード 
 

 USB 
リクエスト

DREQ信号の 
Lowレベル入力 

× ○ ×  

7.4.7 DMACの起動要因 

表7.8 DMACの起動要因 

7-36 

 

（誤） 

図7.21　DREQレベル起動のブロック転送モード転送例

DMA DMA

DREQ

DMA

2

1 32

2

4 65 7

DREQ Low

DMAC

DMA

1 DREQ Low

1

2

3

4

5

6

7

DMA

DMA DMA

DMA

1 1

 

図7.21にDREQレベル起動のブロック転送モード転送例を示します。

【注】　本LSI のDREQ信号はLSI 内部信号であるため、端子出力されません。

　DREQ信号のサンプリングは、転送許可状態にするためのDMABCR ライトサイクル終了後のφの立ち上がり
を起点に毎サイクル行われます。
　DREQ 信号による受け付けが可能な状態で、DREQ 信号のLow レベルがサンプリングされると、DMAC 内部で
要求が保持されます。次に、DMAC 内部で起動がかかると要求はクリアされます。デッドサイクル終了後に受け
付け再開となり、再び、DREQ 信号のLow レベルをサンプリングして、転送終了までこの動作を繰り返します。

 

7.4.9 DMACのバスサイ
クル（デュアルアドレスモ

ード） 

7-42 

（正） 

本ページ削除 

 



RENESAS TECHNICAL UPDATE  TN-H8*-A317A/J 発行日：2005 年 12月 28日 
 

Page 4 of 12 

項   目 ページ 修正個所 

（誤） 

Bulk転送用の EP2i、EP2o、EP4i、EP4oの各データレジスタ（UEDR2i、UEDR2o、UEDR4i、
UEDR4o）に対して内蔵 DMACによるデータ転送をするときに設定します。 

（正） 

Bulk転送用の EP2i、EP2o、EP4i、EP4oの各データレジスタ（UEDR2i、UEDR2o、UEDR4i、
UEDR4o）に対して内蔵 DMACの USBリクエストによるデータ転送をするときに設定しま
す。 

15.3.3 USB DMAC転送
要求レジスタ（UDMAR） 

15-16 

（追加） 

【注】内蔵 DMACのオートリクエストによるデータ転送時は、DREQ信号を使用しませんの
で UDMAR＝H'00にしてください。 

（誤） 

 レジスタ ビット 転送 
モード

割り込み

要因 
説明 割り込み 

要求信号 
DMAC 
起動 

 

 

（正） 

 レジスタ ビット 転送 
モード

割り込み

要因 
説明 割り込み 

要求信号 
USBリクエスト

による 
DMAC起動*7 

 

15.4 割り込み要因 

表 15.5 割り込み信号一覧 

15-44 

 

（誤） 

【注】*1 EP0に関係する割り込み要因は、同一の割り込み要求信号に割り当ててくださ
い。 

 *2 EP2iの DMA転送要求は、UDMARレジスタの EP2iT1、EP2iT0ビットで設定し
てください。 

 *3 EP2oの DMA転送要求は、UDMARレジスタの EP2oT1、EP2oT0ビットで設定
してください。 

 *4 EP4iの DMA転送要求は、UDMARレジスタの EP4iT1、EP4iT0ビットで設定し
てください。 

 *5 EP4oの DMA転送要求は、UDMARレジスタの EP4oT1、EP4oT0ビットで設定
してください。 

 *6 サスペンド／レジューム割り込み要求 IRQ6は、立ち下がりエッジ検出（ISCRH
レジスタ IRQ6SCB、A＝01）に設定してください。 

15.4 割り込み要因 

表 15.5 割り込み信号一覧 

15-45 

（正） 

【注】*1 EP0に関係する割り込み要因は、同一の割り込み要求信号に割り当ててくださ
い。 

*2 EP2iのUSBリクエストのDMA転送要求は、UDMARレジスタのEP2iT1、EP2iT0
ビットで設定してください。 

*3 EP2oの USBリクエストの DMA転送要求は、UDMARレジスタの EP2oT1、
EP2oT0ビットで設定してください。 

*4 EP4iのUSBリクエストのDMA転送要求は、UDMARレジスタのEP4iT1、EP4iT0
ビットで設定してください。 

*5 EP4oの USBリクエストの DMA転送要求は、UDMARレジスタの EP4oT1、
EP4oT0ビットで設定してください。 

*6 サスペンド／レジューム割り込み要求 IRQ6は、立ち下がりエッジ検出（ISCRH
レジスタ IRQ6SCB、A＝01）に設定してください。 

*7 オートリクエストの場合は、DREQ信号を使用しません。すべてのフラグや割り
込みで CPUによる DMAC起動が可能です。 
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項   目 ページ 修正個所 

（誤） 

15.6 DMA転送仕様 

（1）概要 

本モジュールは、内蔵 DMACによるデュアルアドレス転送に対応したインタフェースを持ってい
ます。転送可能なエンドポイントは Bulk転送の EP2、EP4のみ（対応レジスタは、UEDR2i、
UEDR2o、UEDR4i、UEDR4o）です。 

15.6 DMA転送仕様 15-72

（正） 

15.6 DMA転送仕様 

USBデータの DMA転送は、USBリクエストとオートリクエストの 2通りの方法があります。 

15.6.1 USBリクエストによる DMA転送 

（1）概要 

内蔵 DMACの USBリクエスト（DREQレベル起動）転送の場合は、フルアドレスモードのノー
マルモード（サイクルスチールモード）のみ対応します。転送可能なエンドポイントは Bulk転送
の EP2、EP4のみ（対応レジスタは、UEDR2i、UEDR2o、UEDR4i、UEDR4o）です。 

15.6.2 オートリクエ
ストによる DMA転送 

15-74 （追加） 

（1）概要 

内蔵 DMACのオートリクエスト転送の場合は、バーストモード転送／サイクルスチール転送の選
択が可能です。転送可能なエンドポイントは、すべてのデータレジスタ（UEDR0s、UEDR0i、
UEDR0o、UEDR1i、UEDR2i、UEDR2o、UEDR3i、UEDR3o、UEDR4i、UEDR4o、UEDR5i）
です。各データレジスタに対応するフラグや割り込みを確認してから DMAを起動してください。

なお、オートリクエストモードでは UDMARレジスタを使用しませんので UDMAR=H'00にして
ください。 

（2）内蔵 DMACの設定 

内蔵 DMACの設定は、オートリクエスト、バイトサイズ、フルアドレスモード転送、データレジ
スタの最大パケットサイズ以下の転送回数で使用してください。その際、内蔵 DMACの設定回数
分の転送が終了すると、DMACは停止します。 

（3）EPniの DMA転送について（n＝0～5） 

• UTRGレジスタの EPniPKTEについて（n＝0～5） 

オートリクエスト転送の場合は、自動的に EPniPKTEに 1ライトする処理が行われませんので
注意してください。必ず CPUで EPniPKTEに 1ライトを行う必要があります。 

例として、EP2iで 150バイトのデータをホストに送信する場合を示します。この場合、下図の
3箇所で EP2iPKTEへの 1ライト処理が必要になります。 

• EP2iの DMA転送手順例 

DMACの転送単位は 1パケット単位で行ってください。そのため転送回数の設定は各エンドポ
イントの最大パケットサイズ以下としてください。 

1. UIFR1/EP2iEMPTYフラグ＝1確認 

2. EP2iデータ転送用の DMAC各種設定（オートリクエスト、アドレス設定など） 

3. DMACに 64バイト分（最大パケットサイズ以下）の転送回数設定 

4. DMAC起動（DTE＝0リード後、DTE＝1ライト） 

5. DMA転送 

6. DMA転送終了後、UTRG0/EP2iPKTEビットに 1ライト 

7. 上記 1～6繰り返し 

8. UIFR1/EP2iEMPTYフラグ=1確認 

9. DMACに 22バイト分転送回数設定 

10. DMAC起動（DTE＝0リード後、DTE＝1ライト） 

11. DMA転送 

12. DMA転送終了後、UTRG0/EP2iPKTEビットに 1ライト 

 

 

 

 

追加図 1 UTRG0レジスタの EP2iPKTE動作（オートリクエスト） 

 

64バイト 64バイト 22バイト

EP2iPKTE
＝1ライト

EP2iPKTE
＝1ライト

EP2iPKTE
＝1ライト
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項   目 ページ 修正個所 

15.6.2 オートリクエ
ストによる DMA転送 

15-74 （追加） 

（4）EPnoの DMA転送について（n＝0、2、4） 

• UTRGレジスタの EPnoRDFNについて（n＝0、2、4） 

オートリクエスト転送の場合は、自動的に EPnoRDFNに 1ライトする処理が行われませんので
注意してください。必ず CPUで EPnoRDFNに 1ライトを行う必要があります。 

例として、EP2oで 150バイトのデータをホストから受信する場合を示します。この場合、下図
の 3箇所で EP2oRDFNへの 1ライト処理が必要になります。 

• EP2oの DMA転送手順例 

DMACの転送単位は 1パケット単位で行ってください。そのため転送回数の設定は各エンドポ
イントの最大パケットサイズ以下としてください。 

1. UIFR1/EP2oREADYフラグセット待ち 

2. EP2oデータ転送用の DMAC各種設定（オートリクエスト、アドレス設定など） 

UESZ2oの値をリードし、受信データサイズ（64バイト以下）分の転送回数設定 

3. DMAC起動（DTE＝0リード後、DTE＝1ライト） 

4. DMA転送（64バイト以下転送） 

5. DMA転送終了後、UTRG0/EP2oRDFNビットに 1ライト 

6. 上記 1～5繰り返し 

 

 

 

 

追加図 2 UTRG0レジスタの EP2oRDFN動作（オートリクエスト） 

 

64バイト 64バイト 22バイト

EP2oRDFN
＝1ライト

EP2oRDFN
＝1ライト

EP2oRDFN
＝1ライト
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2. H8S/2218, H8S/2212 グループ 

項   目 ページ 修正個所 

（誤） 

 ビット ビット名 初期値 R/W 説   明  

 3 

2 

1 

0 

DTF3 

DTF2 

DTF1 

DTF0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

データトランスファファクタ 

 : 

ノーマルモード 

 : 

ブロック転送モード 

 : 

0011：USBからの DREQ信号の Lowレベル
入力で起動（USBリクエスト） 

 : 

 

 

（正） 

 ビット ビット名 初期値 R/W 説   明  

 3 

2 

1 

0 

DTF3 

DTF2 

DTF1 

DTF0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

データトランスファファクタ 

 : 

ノーマルモード 

 : 

ブロック転送モード 

 : 

0011：－ 

 : 

 

7.3.4 DMAコントロール 
レジスタ（DMACR） 

7-10
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項   目 ページ 修正個所 

（誤） 

 転送モード 転送要因 備考  

 （4）ノーマル 
モード 

• USBリクエスト 

• オートリクエスト 

 

 

フル 
アドレス 
モード （5）ブロック転送

モード 
• TPUチャネル 0～2の
コンペアマッチ／イ

ンプットキャプチャ

A割り込み 

• SCIの送信データエ
ンプティ割り込み 

• SCIの受信データフ
ル割り込み 

• A/D変換器の変換終
了割り込み 

• USBリクエスト 

• チャネル A、Bを組み合わ
せて、最大 2チャネル動作
可能 

• オートリクエストでは、バ

ーストモード転送／サイク

ルスチール転送の選択可能

 

 

（正） 

 転送モード 転送要因 備考  

 （4）ノーマル 
モード 

• USBリクエスト 

• オートリクエスト 

 

 

フル 
アドレス 
モード （5）ブロック転送

モード 
• TPUチャネル 0～2の
コンペアマッチ／イ

ンプットキャプチャ

A割り込み 

• SCIの送信データエ
ンプティ割り込み 

• SCIの受信データフ
ル割り込み 

• A/D変換器の変換終
了割り込み 

• チャネル A、Bを組み合わ
せて、最大 2チャネル動作
可能 

• オートリクエストでは、バ

ーストモード転送／サイク

ルスチール転送の選択可能

 

7.4.1 転送モード 

表7.2 DMACの転送モー
ド 

7-17 

 

（誤） 

転送要求（起動要因）には、A/D変換器の変換終了割り込み、USBリクエスト、SCIの送信デ
ータエンプティ／受信データフル割り込み、および TPUチャネル 0～2のコンペアマッチ／イ
ンプットキャプチャ A割り込みがあります。 

7.4.6 ブロック転送モー
ド 

7-32 

（正） 

転送要求（起動要因）には、A/D変換器の変換終了割り込み、SCIの送信データエンプティ／
受信データフル割り込み、および TPUチャネル 0～2のコンペアマッチ／インプットキャプチ
ャ A割り込みがあります。 
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項   目 ページ 修正個所 

（誤） 

 フルアドレスモード  

 

起動要因 ショートアドレス

モード ノーマル 
モード 

ブロック転送

モード 
 

 USB 
リクエスト

DREQ信号の 
Lowレベル入力 

× ○ ○  

 

（正） 

 フルアドレスモード  

 

起動要因 ショートアドレス

モード ノーマル 
モード 

ブロック転送

モード 
 

 USB 
リクエスト

DREQ信号の 
Lowレベル入力 

× ○ ×  

7.4.7 DMACの起動要因 

表7.8 DMACの起動要因 

7-33 

 

（誤） 

図7.20　DREQレベル起動のブロック転送モード転送例

DMA DMA
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DMA

2
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4 65 7
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3

4

5

6

7

DMA

DMA DMA

DMA

1 1

 

図7.20にDREQレベル起動のブロック転送モード転送例を示します。

【注】　本LSI のDREQ信号はLSI 内部信号であるため、端子出力されません。

　DREQ信号のサンプリングは、転送許可状態にするためのDMABCR ライトサイクル終了後のφの立ち上がり
を起点に毎サイクル行われます。
　DREQ信号による受け付けが可能な状態で、DREQ信号のLow レベルがサンプリングされると、DMAC 内部で
要求が保持されます。次に、DMAC 内部で起動がかかると要求はクリアされます。デッドサイクル終了後に受け
付け再開となり、再び、DREQ信号のLow レベルをサンプリングして、転送終了までこの動作を繰り返します。

 

7.4.9 DMACのバスサイ
クル（デュアルアドレスモ

ード） 

7-38 

（正） 

本ページ削除 
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（誤） 

Bulk転送用の EP1、EP2の各データレジスタ（UEDR1、UEDR2）に対して内蔵 DMACによ
るデータ転送をするときに設定します。 

（正） 

Bulk転送用の EP1、EP2の各データレジスタ（UEDR1、UEDR2）に対して内蔵 DMACの
USBリクエストによるデータ転送をするときに設定します。 

14.3.2 USB DMAC転送
要求レジスタ（UDMAR） 

14-7 

（追加） 

【注】内蔵 DMACのオートリクエストによるデータ転送時は、DREQ信号を使用しませんの
で UDMAR＝H'00にしてください。 

（誤） 

 レジスタ ビット 転送 
モード 

割り込み

要因 
説明 割り込み 

要求信号 
DMAC 
起動 

 

（正） 

 レジスタ ビット 転送 
モード 

割り込み

要因 
説明 割り込み 

要求信号 
USBリクエスト

による 
DMAC起動*5 

14-25 

 

（誤） 

【注】*1 EP0に関係する割り込み要因は、同一の割り込み要求信号に割り当ててくださ
い。 

*2 EP1の DMA転送要求は、UDMARレジスタの EP1T1、EP1T0ビットで設定し
てください。 

*3 EP2の DMA転送要求は、UDMARレジスタの EP2T1、EP2T0ビットで設定し
てください。 

*4 サスペンド／レジューム割り込み要求 IRQ6は、立ち下がりエッジ検出（ISCRH
レジスタ IRQ6SCB、IRQ6SCA＝01）に設定してください。 

14.4 割り込み要因 

表 14.4 割り込み信号一覧 

14-26 

（正） 

【注】*1 EP0に関係する割り込み要因は、同一の割り込み要求信号に割り当ててくださ
い。 

*2 EP1の USBリクエストの DMA転送要求は、UDMARレジスタの EP1T1、EP1T0
ビットで設定してください。 

*3 EP2の USBリクエストの DMA転送要求は、UDMARレジスタの EP2T1、EP2T0
ビットで設定してください。 

*4 サスペンド／レジューム割り込み要求 IRQ6は、立ち下がりエッジ検出（ISCRH
レジスタ IRQ6SCB、IRQ6SCA＝01）に設定してください。 

*5 オートリクエストの場合は、DREQ信号を使用しません。すべてのフラグや割り
込みで CPUによる DMAC起動が可能です。 
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（誤） 

14.6 DMA転送仕様 

（1）概要 

本モジュールは、内蔵 DMACによるデュアルアドレス転送に対応したインタフェースを持ってい
ます。転送可能なエンドポイントはBulk転送のEP1、EP2のみ（対応レジスタは、UEDR1、UEDR2）
です。 

14.6 DMA転送仕様 14-48

（正） 

14.6 DMA転送仕様 

USBデータの DMA転送は、USBリクエストとオートリクエストの 2通りの方法があります。 

14.6.1 USBリクエストによる DMA転送 

（1）概要 

内蔵 DMACの USBリクエスト（DREQレベル起動）転送の場合は、フルアドレスモードのノー
マルモード（サイクルスチールモード）のみ対応します。転送可能なエンドポイントは Bulk転送
の EP1、EP2のみ（対応レジスタは、UEDR1、UEDR2）です。 

14.6.2 オートリクエ
ストによる DMA転送 

14-50 （追加） 

（1）概要 

内蔵 DMACのオートリクエスト転送の場合は、バーストモード転送／サイクルスチール転送の選
択が可能です。 

転送可能なエンドポイントは、すべてのデータレジスタ（UEDR0s、UEDR0i、UEDR0o、UEDR1、
UEDR2、UEDR3）です。各データレジスタに対応するフラグや割り込みを確認してから DMAを
起動してください。 

なお、オートリクエストモードでは UDMARレジスタを使用しませんので UDMAR=H'00にして
ください。 

（2）内蔵 DMACの設定 

内蔵 DMACの設定は、オートリクエスト、バイトサイズ、フルアドレスモード転送、データレジ
スタの最大パケットサイズ以下の転送回数で使用してください。その際、内蔵 DMACの設定回数
分の転送が終了すると、DMACは停止します。 

（3）EP0i、EP1、EP3の DMA転送について 

• UTRG0レジスタの EPnPKTEについて（n＝0i、1、3） 

オートリクエスト転送の場合は、自動的に EPnPKTEに 1ライトする処理が行われませんので注
意してください。必ず CPUで EPnPKTEに 1ライトを行う必要があります。 

例として、EP1で 150バイトのデータをホストに送信する場合を示します。この場合、下図の 3
箇所で EP1PKTEへの 1ライト処理が必要になります。 

• EP1の DMA転送手順例 

DMACの転送単位は 1パケット単位で行ってください。そのため転送回数の設定は各エンドポ
イントの最大パケットサイズ以下としてください。 

1. UIFR1/EP1EMPTYフラグ=1確認 

2. EP1データ転送用の DMAC各種設定（オートリクエスト、アドレス設定など） 

3. DMACに 64バイト分（最大パケットサイズ以下）の転送回数設定 

4. DMAC起動（DTE＝0リード後、DTE＝1ライト） 

5. DMA転送 

6. DMA転送終了後、UTRG0/EP1PKTEビットに 1ライト 

7. 上記 1～6繰り返し 

8. UIFR1/EP1EMPTYフラグ＝1確認 

9. DMACに 22バイト分転送回数設定 

10. DMAC起動（DTE＝0リード後、DTE＝1ライト） 

11. DMA転送 

12. DMA転送終了後、UTRG0/EP1PKTEビットに 1ライト 

 

 

 

 

追加図 1 UTRG0レジスタの EP1PKTE動作（オートリクエスト） 

 

64バイト 64バイト 22バイト

EP1PKTE
＝1ライト

EP1PKTE
＝1ライト

EP1PKTE
＝1ライト
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14.6.2 オートリクエ
ストによる DMA転送 

14-50 （追加） 

（4）EP0o、EP2の DMA転送について 

• UTRG0レジスタの EPnRDFNについて（n＝0o、2） 

オートリクエスト転送の場合は、自動的に EPnRDFNに 1ライトする処理が行われませんので
注意してください。必ず CPUで EPnRDFNに 1ライトを行う必要があります。 

例として、EP2で 150バイトのデータをホストから受信する場合を示します。この場合、下図
の 3箇所で EP2RDFNへの 1ライト処理が必要になります。 

• EP2の DMA転送手順例 

DMACの転送単位は 1パケット単位で行ってください。そのため転送回数の設定は各エンドポ
イントの最大パケットサイズ以下としてください。 

1. UIFR1/EP2READYフラグセット待ち 

2. EP2データ転送用の DMAC各種設定（オートリクエスト、アドレス設定など） 

UESZ2の値をリードし、受信データサイズ（64バイト以下）分の転送回数設定 

3. DMAC起動（DTE＝0リード後、DTE＝1ライト） 

4. DMA転送（64バイト以下転送） 

5. DMA転送終了後、UTRG0/EP2RDFNビットに 1ライト 

6. 上記 1～5繰り返し 

 

 

 

 

追加図 2 UTRG0レジスタの EP2RDFN動作（オートリクエスト） 

 

64バイト 64バイト 22バイト
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＝1ライト




